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キーワード

問合せ先
情報・研究支援課

内分泌・代謝内科学／内科学教室（内分泌・免疫内科学部門）

本研究のフェーズは、□基礎 ■基礎～臨床 □臨床です

食べ物の持つ健康効果を医学的に解明します。

TEL: 075-251-5168 FAX: 075-251-5275
E-mail: kikaku01@koto.kpu-m.ac.jp

機能性食品の健康効果は第一に腸内環境を整えることです。
整えられた腸内環境では抗炎症性栄養素が体内に入り、炎症性栄養素の吸収が低下します。
これらの栄養素の評価をガスクロマトグラフィー質量分析によるリピドーム・メタボローム解
析で明らかにします。
腸内環境の改善はショットガンメタゲノム解析で明らかにします。また、複数のオミクスを情
報解析する統合オミクス解析により、機能性食品において機能発現の中心となる栄養素を同定
し、機能発現の機構を明らかにします。

統合オミクスによる機能性食品の健康効果の解明

サルコペニア、肥満、メタボリックシンドローム、フレイル、糖尿病

教授
福井 道明 健康食品業界

日本の伝統的な食文化・和食のブランド向上

サルコペニア肥満
の動物モデルを用
い、機能性食品の
健康効果をサルコ
ペニア・肥満・糖
尿病・脂肪肝を中
心に評価します。

（本研究は共同研究又は産学連携を目指す研究です）


